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に　し　う　わ　し　ぶ　ほ　う　

1

9
月
30
日
9
時
30
分

・
支
部
に
を
い
が
け

　
　

日
土
分
教
会

2
日
（
木
）
午
後
1
時

・
支
部
例
会
　
　
真
穴
教
会

　　

11
日
（
土
）　
午
前
8
時

・
ハ
ー
ト
ク
リ
ー
ン

         

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

9
日
（
木
）　
午
前
8
時

・
少
年
ホ
ー
ム
ひ
の
き
し
ん

　
　
　
　

第
２
班

教
区
・
支
部　

10
月
予
定
表

よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
第
５
回
目
の
ご
案
内

福
引
き
の
景
品
提
供
の
お
願
い

◎
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
第
５
回
（
11
月
2

日
開
催
）
で
お
楽
し
み
福
引
き
を
行
い
ま
す
。

各
教
会
よ
り
２
，
３
点
提
供
を
お
願
い
し
ま

す
。（
未
使
用
の
も
の
に
限
り
ま
す
。）
会
場

で
あ
る
西
宇
和
分
教
会
に
お
持
ち
い
た
だ
く

か
お
近
く
の
教
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】　

11
月
２
日
（
日
）
午
前
9
時
30
分
受
付

【
会　

場
】　

西
宇
和
分
教
会

【
参
加
費
】　

３
０
０
円　
（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

【
持
参
品
】　

ハ
ッ
ピ
、
諭
達
第
４
号
（
可
能
な
方
は
）

〈
内
容
〉　

第
一
部

　

自
主
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
教
区
オ
リ
ジ
ナ
ル
動
画
と
よ
ろ
づ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
首
総
立
ち
」

　
　
　

第
二
部　

懇
親
会
（
お
楽
し
み
福
引
き
あ
り
）

　

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

10
時　
　
　

開
会　

親
神
様
、
教
祖
、
霊
様
礼
拝

10
時
5
分　
　

本
部
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ビ
デ
オ
視
聴

10
時
15
分　

座
り
づ
と
め

10
時
25
分　

諭
達
第
４
号
拝
読

10
時
30
分　

教
区
オ
リ
ジ
ナ
ル
動
画
視
聴

11
時　
　
　
　

よ
ろ
づ
よ
八
首
総
立
ち

11
時
10
分　

第
一
部
閉
会
の
辞

　　
　

会
場
移
動
（
ト
イ
レ
休
憩
）

11
時
30
分　

第
二
部
開
始
（
１
階
食
堂
）

　

お
食
事
メ
ニ
ュ
ー

　

・
唐
揚
げ
、
じ
ゃ
こ
カ
ツ

　

・
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ

　

・
い
も
た
き

　

・
ち
り
め
ん
丼

　

・
ビ
ー
ル
、
ノ
ン
ア
ル
、
ジ
ュ
ー
ス
、
お
茶
な
ど

　

★
お
楽
し
み
福
引
き　

他

14
時
終
了
予
定

天
理
時
報
手
配
り
の
予
定

　

10
月
の
手
配
り
の
予
定
で
す
。

・
8
日
号　
　

3
日
（
金
）
到
着
予
定

・
15
日
号　
　

10
日
（
金
）
到
着
予
定

・
22
日
号　
　

17
日
（
金
）
到
着
予
定

・
29
日
号　
　

24
日
（
金
）
到
着
予
定

石蕗 （つわぶき）　　　 ・ 菊（きく）科　
・１０月中旬 ～ １１月下旬 
頃、開花。

・葉は蕗（ふき）に似ている。
　名前は” つや” のある葉
から　” つやぶき”。
　それが変化して　「つわぶ
き」になった。
・きれいな黄色の花。

・１２月２８日の誕生花（石蕗）
・花言葉は「困難に負けない」「謙遜」「愛よ甦れ」「先
を見通す能力」です。これらの花言葉は、日陰でも力
強く育つ丈夫な性質や、冬の厳しい時期に鮮やかな黄
色の花を咲かせる姿、そして光沢のある葉が控えめな
がらも存在感を持つことに由来しています。

支部情報ねっとへの QR
コード　→
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支部活動記録　立教 188 年 8 月
【
編
集
後
記
】「
ふ
つ
う
の
子
な
ん
て
ど
こ
に

も
い
な
い
」と
語
る
木
村
泰
子
元
校
長
先
生
。

こ
の
『
ふ
つ
う
』
と
い
う
言
葉
で
不
登
校
に

な
り
、
学
校
、
家
族
か
ら
責
め
ら
れ
、
悩
み

苦
し
ん
だ
多
く
の
こ
ど
も
た
ち
が
自
殺
へ
追

い
や
ら
れ
て
い
る
。
学
校
で
は
み
ん
な
が
や

っ
て
い
る
、
で
き
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
責
め
ら
れ
る
現
実
が
あ
る
。
そ
れ
を
だ
れ

も
悪
い
と
は
思
わ
な
い
。「
ふ
つ
う
」
と
い

う
の
は
、
そ
の
場
の
、
そ
の
時
代
を
占
め
い

て
い
る
そ
の
他
大
勢
の
人
の
出
す
、｢

空
気

｣

な
わ
け
で
、
正
し
い
か
正
し
く
な
い
か
で

は
な
く
て
、
数
が
多
い
か
ら｢

空
気｣

を
作

っ
て
い
る
と
。
木
村
泰
子
先
生
は｢

す
べ
て

の
こ
ど
も
の
学
習
権
を
保
障
す
る
学
校
を
つ

く
る
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、校
則
は
無
し
。

た
だ
一
つ
の
約
束
「
自
分
が
さ
れ
て
嫌
な
こ

と
は
人
に
は
し
な
い
。
言
わ
な
い
。」
の
み
。

教
祖
は
世
界
一
列
の
人
間
は
皆
神
の
子
や
。

何
事
も
、
我
が
子
の
事
思
て
み
よ
。
た
だ
可

愛
い
一
杯
の
こ
と
。と
仰
せ
く
だ
さ
る
。（
陽
）

月日 活　動 場所 人数

8/1 支部にをいが
け 西宇和 5 名

ハートクリー
ン 市内 名

8/8 ハートクリー
ン

ぽけっ
と P 8 名

8/ 少年ホーム
ひのきしん 　 休

み 名

８
・
30　

教
区
に
を
い
が
け
研
修
会　

結
果
報
告

　

8
月
30
日
教
務
支
庁
に
て
、
愛
媛
教
区
に
を
い

が
け
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

128
名
の
方
が
参
加
し

ま
し
た
。
講
師
に
中
津
大
教
会
・
小
倉
分
教
会
長

夫
人　

是
則
（
こ
れ
の
り
）
ち
な
み
先
生
に
ご
登

壇
い
た
だ
き
、「
教
祖
を
身
近
に
感
じ
て
」
と
題
し

て
、
こ
の
旬
に
ふ
さ
わ
し
い
お
話
し
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

教
会
夫
人
と
し
て
、
様
々
な
お
た
す
け
に
関
わ

る
中
で
、
日
々
教
祖
と
共
に
歩
ま
れ
て
い
る
ん
だ

な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。
日
々
の
信
仰
生
活
の
通
り

方
を
改
め
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
布
教
実
修
と
し
て
各
班
に
分
か

れ
て
、
神
名
流
し
や
路
傍
講
演
、
戸
別
訪
問
に
と

歩
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

   　
　

支
部
布
教
部
長　
　

伊
住　

照
生

【CM】貸し切りバスは　八幡浜観光バス（株）℡（0894）36-0868　八幡浜市保内町喜木１番耕地 116-1

※どうぞお気軽にご参加ください。詳細
はお近くの教会にお問い合わせ下さい。


